いわ て 未来 づく り 機 構 平成 21 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 


1 開会 


2 報告 事項 
① 各 作 業 部 会 の 進捗 状況 に つい て 
② 「 産学 官 連 携 拠点 の 形成 支援 事業 」 の 今後 の 進め 方 に つい て 
③ 「 新しい 長期 計画 ( 案 ) 」 に つい て 


日 時 : 平成 21 年 9 月 2 日 ( 水 ) 16: 00~ 
サン セー ル 盛 岡 1 階 ダ イヤ モン ド 


次 第 


3 ディスカッション 
3 つの 報告 事項 を 受け て 「 岩手 の ある べき 姿 」 の 観点 か ら 機構 と 作業 
部 会 の 方 向 性 な ど に つい て の 意見 交換 
① 各 作 業 部 会 の 進捗 状況 に つい て 
② 「 産学 官 連 携 拠点 の 形成 支援 事業 」 の 今後 の 進め 方 に つい て 
③ 「 新しい 長期 計画 ( 案 ) 」 に つい て 




















4 その 他 
5 閉会 
出席 者 名 簿 
氏 名 所 属 
永 野 勝 美 | 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 会 長 、( 社 ) 岩 手 経済 同友 会 代表 幹事 
藤 井 克 己 | 岩手 大 学 学長 
達 増 拓 也 | 岩手 県 知事 
玉 山 哲 | 盛岡 商工 会 議 所 副 会 頭 、( 株 ) 東 山 堂 代 表 取締 役 社長 
元 持 勝 利 | ( 社 岩 手 経済 同友 会 副 代 表 幹 事 、 岩 手 ト ヨ ペ ッ ト (株 ) 代 表 取締 役 社長 














第 2 回 ラウ ンド テー ブル 議事 録 メ モ 


日 時 : 平成 21 年 9 月 2 日 ( 水 ) 16: 00~18: 00 
場所 : サン セー ル 盛 岡 1 階 ダ イヤ モン ド 


報告 > 

① 各 作 業 部 会 の 進捗 状況 に つい て 

② 「 産学 官 連 携 拠 点 の 形成 支援 事業 」 の 今後 の 進め 方 に つい て 
※ 地 域 プ ラン ナー と し て 大 島 修 三 氏 の 就任 が 報告 ・ 了 承 さ れ た 。 

③ 「 新しい 長期 計画 ( 案 )」 に つい て 


ぐ で ディス カッ ショ ンジ ラテ 

報告 ひ ①、② に つい て 

( 永野 委員 ) 

・ ジェ トロ の 会 議 に 出 た と き に 、 宮 城 県 で アメ リカ 西海 岸 の シェ フ を 招待 し て 、 県 の 食材 
の 売り 込み を 行っ て いる 取り 組み が 紹介 され た 。 大 変 有 効 な 方 法 だ と 思う の で 、 取 り 入 
れ た ら よ い 。 

・ 台湾 へ 経済 ミッ ショ ン を 派遣 する 予定 だ が 、 売 り た いも の 、 買 いた いも の を し っ か り 調 
査 し て 、 す ぐに 商談 に 入れ る よう に 準備 し て お く こ と 。 台湾 で うま く 行け ば 、 次 は 上 海 
や 大 連 で 行う 。 

・ ブ ラン ド づく り は 、 紙 の 上 で 作ろ うと する の で は な く 、 具 体 的 に 施策 展開 する こと が 必 
要 だ 。 

・ 盛岡 観光 コン ベン ショ ン 協 会 な ど 民間 の 機関 と も 連携 し て 進め た ら よ い 。 

( 大 平 座長 ) 

・ 機構 の ネッ トワ ー ク を 活用 し 、 機 関 同士 を 結び つけ て いく 役割 を 果たし て いき た い 。 

藤井 委員 ) 

・ 豊か さ の 指標 を 大 学 の 研究 テー マ と し て は どう か と いう 提案 に つい て は 、 積 極 的 に 受け 
止め て 大 学 側 と し て も 検討 し て いき た い 。 

・ 人 文 社会 系 は 、 研 究 ま で は 得意 だ が 、 具 体 的 提言 や アド バイス に な か な か つなが ら ない 

こと が 多かっ た の で 、 自 戒 を 込め て し っ か り 考 えて いき た い 。 

岩渕 座長 ) 

・ 先生 方 の 研究 テー マ と する 場合 、 学 長 裁量 分 な ど で 考 えて いた だ き た い 。 

・ ま た 、 学 生 を 使っ て 若い 視点 か ら 研 究 支援 を し て も ら う と いう 方 法 も 考え られ る 。 岩手 
大 学 に は Let s び ぎん プロ ジェ クト な どの 学生 グル ー プ が ある の で 連携 し て いけ た ら よ 
い 。 

( 高 前 田部 長 ) 


と 


へ 


・ 県 の 長期 計画 に お ける 豊か さ 、 つ な が り 、 人 と いう 理念 か ら 見 て も 、「 豊か さ の 概念 や 指 

票 」 は 重要 な も の と 考え る 。 

玉山 委員 ) 

・ 各 作業 部 会 は し っ か りや っ て いる と 思う が 、 こ れ か ら が 正念 場 で ある 。 足元 を 固め て 、 

単なる 勉強 会 で は な く 、 県 民 所 得 の 向上 に いく ば く か で も 寄与 で きる よう が ん ば っ てい 

た だ き た い 。 

永野 委員 ) 

・ 農 商工 連携 に つい て 提言 し て いる が 、 中 央 の 大 資本 が 来る より 、 地 元 の 企業 が や っ て く 
れる の が 最も よい 。 

・ 農 地 の ま と め 方 な ど に 対し て 、 市 町 村 担 当 者 へ 動機 付け の た め の プ レ ゼ ン を 行い た い 。 

・ 農 作物 の 中 国 と の 価格 差 は 5 倍 程度 だ が 、 安 全 ・ 安 心 分 で 十分 に 埋め られ る 差 だ と 感じ 
る 。 さ ら に 農地 集約 化 や 大 規模 化 を 図る こと で 差 を 埋め て いく 余地 が あり 、 喫緊 の 課題 
で ある 。 

( 松本 座長 ) 

・ 県営 土地 改良 事業 で 整備 され た 土地 を いく つか 調査 し た が 、 収 益 性 か ら 考 える と も う ひ 
と つ 。 さらなる 情報 が 必要 で あり 、 市 町 村 の 協力 が 必要 と 考え て いる 。 

( 元 持 委員 ) 

・ 設備 投資 が 十分 活用 され て いな い の が 現状 で ある 。 活用 し て いく よい 方 法 が な いか 考え 
て いき た い 。 


ーー 


ーー 


報告 事項 ③ に つい て 

( 達 増 委 員 ) 

・ 新しい 長期 計画 は 、 県 の 総合 計画 新 議 会 で 議論 し て いた だ いて いる ほか 、 パ ブリ ッ ク コ 
メン ト や ホー ムペ ー ジ 地域 説明 会 な どい ろ ん な と ころ で ご 意見 を 頂い て いる と ころ で あ 
る 。 

・ 本 日 は 機構 に も 説明 を し た と ころ で ある が 、 特 に 第 5 章 い わ て の 未来 を 切り 拓く 構想 に 
つい て ご 意見 を 頂き た いと いう こと で ある 。 

・ こ れ と は 別に 、 県 の 部 局 で 積み 上 げた 7 つの 政策 が ある わけ だ が 、 第 5 章 の 構想 と いう 
の は 縦 割 り を 超え て みん な で わっ し ょ いわ っ し ょ いや っ て いこ うと いう の に ふさ わし い 
テー マ を 6 つ 選 ん だ も の で ある 。 

・ 機構 に も 合う テー マ で あり 、 み ん な で わっ し ょ いわ っ し ょ いや りな が ら 、 あ れ も い いん 
じゃ な いか これ も いい ん じゃ な いか 、 あ れ も で きる 、 こ れ も で きる と いう 、 そ れ は いい 、 
じゃ あや ろう 、 あ る い は 、 す ぐ に は 実現 が 難し いか も し れ な い が 、 目標 と し て 掲げ て お 
こう と いっ た 、 自 由 で 柔軟 な アプ ロー チ を し て いこ うと いう こと で ある の で 、 い ろ い ろ 
と ご 意見 を いた だ き たい 。 

( 永野 委員 ) 


・ ア クシ ョ ンプ ラン に は 、 目 標 や 指標 が し っ か り 明 記さ れ た 画 期 的 内 容 で あり 、 内 容 も 多 
岐 に わた っ て 記述 され て お り 、 高 く 評価 で きる 。 

・ た だ し 、 あ る 程度 の 行程 表 を も た な いと 絵 に 描い た 餅 に な る 。 行程 表 に 基づい て きち ん 
と や っ て いく こと が 必要 。 

( 小 向 課長 ) 

・11 月 中 旬 に 公表 予定 の 最終 案 に は 行程 表 を つけ る 予定 と し て 考え て いる 。 

( 藤井 委員 ) 

・ 資料 5 は 10 年 後 を 目指 し た 構想 で ある 。 長期 計画 に は 、 今 何 を すべ き な の か を 書け ば い 
いと いう 議論 も あり 、 将 来 構想 は 現実 的 で は な い が 、 県 民 に 向かっ て 夢 を 語る こと も 必 
要 で は な いか と 考え て いる 。 

( 元 持 委員 ) 

・ 今 関心 を も っ て いる の は 自殺 者 が 多い と いう 点 。 

・ 解決 する 方法 が な いか 考え て いる 。 ま た 、 解 決する こと で 若者 に 対し て 明る い 未 来 を 提 
供 で き 、 若 者 が 集まっ て くる 。 

( 永野 委員 ) 

・ 経済 同友 会 で も 自殺 者 の 問題 を 考え て いる 。 

・ よ く な っ て いく こと を 前 提 と し て 書か れ て いる 長期 計画 に は な じ ま な い 議 諭 か も し れ な 
い が 、 行政 側 に も 十分 配慮 願い た い 。 

( 小 向 課長 ) 

・ 自殺 者 対策 に つい て は 、 ア クシ ョ ンプ ラン の 中 に 位置 づけ て お り 、 行政 と し て も 目 を つ 
ぶる こと な く 対応 し て 参り た い 。 

( 達 増 委員 ) 

・ 各 作業 部 会 の 進捗 状況 、 産 学 官 連携 拠点 の 形成 支援 事業 を 巡っ て は 、 こ れ か ら の 先行 き 
に 見 通し が 持て る よう な 報告 を いた だ けた と 思う の で 、 い た だ いた ご 意見 を 参考 に し な 
が ら 力 強く 進め て いけ れ ば と 思う 。 

・ 新しい 長期 計画 に つい て は 、 い っ し ょ に 育む 希望 卿 いわ て と いう 基本 目標 で 、3 つの 視 
点 と いう こと で 、 ゆ た か さ 、 つ な が り 、 ひ と 、 ひ と を 育む 、 つ な が り を 育む 、 ゆ た か さ 
を 育む 、 と いう の は この 機構 の 視点 と も 軌 を 一 に し て いる と 思う し 、 い っ し ょ に 育む お 希 
望 強い わ て と いう 目標 も 機構 と 軌 を 一 に する も の だ と 思う の で 、 新 し い 長 期 計画 を 進め 
て いく に 当たっ て も 、 機 構 の 協力 を お 願い し た い 。 


参加 者 3 6 名 ( ラウ ンド テー ブル メン バー 含む ) 


